
 

         

６月は、１年中で一番昼間の長い月です。昼間が長いと、なにか心持がゆったりしません

か？雨でも、日が暮れるのが遅いと、気持ちに余裕ができるような気がします。 
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☆ 労災等級表の見直し 

5月 27 日、京都地裁が労災認定で初となる判断を示しました。 

仕事中の事故で、顔や首にやけどを負った男性が、労災の障害認定で、11 級の認定を受け

たことを不服として、国と争った裁判です。 

●労災認定で使われている現在の障害等級表では、 

７級 女子の外貌に著しい醜状を残すもの 

12 級 男子の外貌に著しい醜状を残すもの 

    女子の外貌に醜状を残すもの 

14 級 男子の外貌に醜状を残すもの、と記載されています。 

同じ傷跡でも、給付については、７級までは年金、8級から 14 級は一時金です。 

上記の等級表で、外貌の傷跡に関しては、女性に手厚いということがお分かり頂けたと思

います。提訴した男性は、「日常的に露出する部位」である顔等についての、国の定めた

認定基準に男女差別があるのは、法の下の平等を定めた憲法 14 条に反するとして処分の取

り消しを求めたのです。 

●国の言い分 

・労働職調査における女性の就労実態が接客等応接を要する職種への従事割合が高いこと 

・化粧品の売上等から、女性が男性に比して外見に高い関心を持つ傾向があることがうか

がわれ、外見の醜状障害による精神的苦痛の程度について明らかな差があると国は主張

しました。 

●判決論旨 

しかし、判決の論旨では、以下のような判断が示されました。 



・外見への関心の程度や性別が精神的苦痛の程度と強い相関関係にあるとまでは言えない 

・等級表では、年齢、職種、経験など職業能力的条件について、障害の程度を決める要素

となっていない 

・性別が、上記の条件と質的に大きく異なるとは言い難い 

よって、外見の醜状障害についてのみ、性別によって大きな差が設けられている不合理さ

は著しく、合理的な理由のない差別的取り扱いであり、障害等級表は憲法に違反すると判

断せざるを得ない。 

●西尾の解説 

労働者災害補償保険、労災保険は、戦後間もない 1947 年に施行されました。 

労災の障害等級表は、施行時のまま、今日まで見直されていませんでした。 

その後、この労災の障害等級表は、「自動車損害賠償保障法」の後遺障害等級に引き継が

れています。また、1981 年施行の「犯罪被害者等給付金支給法」も同じ障害等級表で、い

ずれも、この男女差のある障害等級表が適用されています。 

 2007 年には、男性も含めた「性差別」に表現を改めた「改正男女雇用機会均等法」が施行

され、「女性差別」と同様に「男性差別」もなくそうとする、新しい「男女平等社会」へ

の認識の高まりが、一審から憲法判断に踏み込む画期的な内容の判決となった 

という見方があります。 

 6 月 10 日が控訴期限でしたが、厚生労働省労災補償部は、「男女差を設けることについて、

合理性を立証するのは難しいと判断した。」と、国として控訴しないことを決定しました。 

 これを受け、厚生労働省は、障害等級表の改定を目指すとしています。 
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電話＆ファクス(075)241-4586      メール nishio@nishio-sr.com 

ホームページオープン ! アクセスはこちらから http://www.nishio-sr.com 

営業時間  午前９時～午後５時３０分（日曜・祝日定休日） 

〒604-8155 京都市中京区錦小路通室町東入る 占出山町３０８ 

ヤマチュウビル２階 Ｎ１０ 

    阪急京都線「烏丸駅」、市営地下鉄「四条駅」 

    四条烏丸バスターミナルからいずれも徒歩２分 

西尾雅枝社会保険事務所は、各種年金や公的保険制度のご相談をお受けしています。

機密性のある相談スペースで、秘密厳守でお話を伺います。お気軽にご相談下さい。 


